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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
・認知症を中心とする老年精神医学の専門医の育成（現在の会委員数 2817名：専門医数 1051名） 
・日本老年精神医学会年次学術大会の開催（主催） 
・アジア諸国との若手研究者人材交流（学会発表への招聘およびアジア諸国への発表派遣） 
・International Psychogeriatic Association（国際老年精神医学会）年次大会への開催協力・参加 
・学会機関紙「Psychogeriatics」の発行（現在のインパクトファクター：1.70） 
・学会準機関紙「老年精神医学雑誌」の発行 
・学会奨励賞（学会優秀論文賞）の選考および表彰 
・学会専門医および学会員のための生涯教育 
・老年精神医学、認知症医療に関わる専門職の人材育成（専門心理士制度など） 

ｂ.当該領域における国際的な役割 
日本は認知症医療の実践と研究及び人材育成において、アジアをリードする立場にある。中国、台湾、

韓国などの諸国と協力し医療実践や調査・研究をアジアにて推進したい。各国の認知症疾患及び高齢者
における精神神経疾患の医療実践、研究活動、人材育成、社会貢献に関わる人材と協力して推進してい
る。 
来年度の日本老年精神医学会年次学術大会は、金沢にて International Psychogeriatic Association（国

際老年精神医学会）年次大会との合同大会として主催予定である。 

ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

・認知症専門医療の均てん化とレベルアップ（認知症疾患医療センター全国研修会などへの学会からの
講師派遣、WEB教材の整備） 

・市民公開講座による認知症や老年期うつ病などに対する先入観や偏見の払拭 
・一般国民から見た認知症医療の分かりやすさの追求（例：診療科名など） 
・日本認知症学会と合同でレカネマブの適正使用に向けて、「アルツハイマー病における抗アミロイド
β抗体薬の投与にあたり必要な事項研修会」を実施 

ｄ.学会運営上留意している点 

・役員選挙における透明性・公平性 
・老年精神医学を通した学会員の社会貢献 
・女性及び若手学会員の積極的登用 
 



Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

・日本認知症学会との専門医制度に関する協働と連携 
・日本作業療法学会と認知症を専門とする作業療法士の育成に関して連携 

 


